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研究の概要 
数論幾何の分野における主要な予想として、代数多様体上定義された代数多様体の「Bloch-加 

藤予想」とよばれるものがある。本研究の目的は、「ポリログ」とよばれる数学的対象に関す 

る研究代表者の最近の革新的な研究成果を踏まえて、純粋数学分野ではほとんど例のない 

プロジェクト型研究として、この歴史的大問題に組織的に挑むものである。 

研 究 分 野：数論、数論幾何学 

科研費の分科・細目：数学・代数学 

キ ー ワ ー ド：ポリログ関数、テータ関数、L 関数、p進 L 関数 

１．研究開始当初の背景 
 整数論では古くから、整数論的に重要な代

数的不変量とL関数の特殊値という解析的な

不変量の関係が注目されてきた。代数多様体

の類数を、Dedekind ゼータ関数で書き下す

「類数公式」などはこの典型的な現れである。

この関係は予想として様々な場合に一般化

され、最終的には Bloch と加藤和也により、

代数多様体の玉河数予想（Bloch-加藤予想と

も呼ばれる）として定式化された。この予想

はクレイ研究所が主催しているミレニアム

懸賞問題の１つである Birch-Swinnerton 
Dyer 予想（BSD 予想）をも特別な場合とし

て含むことなどからも分かるように、整数論

の中心的なテーマとして位置づけられてい

る。 
 
２．研究の目的 
 玉河数予想の難しさは、数論的量と L 関数

の特殊値という、異質なものを結びつける必

要があることに起因する。本研究の目的は、

この両者の架け橋となりうる「ポリログ」と

いう motivic（数論幾何的）な対象物を研究

することである。「ポリログ」とは、様々な

代数多様体に対して構成されている数論幾

何的対象である。射影直線引く３点の場合に

Beilinson と Deligne によって初めて定義さ

れ、Beilinson と Levin によって楕円曲線の

場合、その後、Wildeshaus や Kings によっ

てアーベル多様体の場合などに類似の構成

が行われた。非常に簡単な抽象的特徴付けを

持つことが強みだが、具体的に書き下すこと

の難しさが難点であった。研究代表者は今ま

での研究で、辻雄（東大数理）、小林真一（東

北大）、Guido Kings（Regensburg 大学）と

の共同研究を通して、楕円曲線の場合のポリ

ログや関連する Eisenstein 類を具体的に簡

単に書き下すことに成功して来た。本研究で

はこれらの成果をきちんと論文としてまと

め、さらにこれらの結果を踏まえて次の２つ

の事柄を目指して来た。 
・ 楕円曲線のポリログが具体的に記述でき

たことの数論的帰結を網羅的に研究する。 
・ アーベル多様体等、他の代数多様体の場

合のポリログを具体的に記述することを

試みる。 
 

３．研究の方法 
本研究は数名の若手研究者を特任助教と

して雇用し、チームで行うプロジェクト型研

究として進めて行く。主には、楕円ポリログ

や Eisenstein 類の具体的記述という成果を

踏まえて、その数論的帰結を網羅的に戦略的

に研究する。 
 

４．これまでの成果 
（１）研究代表者は小林真一氏（東北大）、

辻雄氏（東大）との共同研究を通して、CM楕
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円曲線のポリログのホッジ実現およびp進実

現を具体的に明示的に記述することに成功し

た（発表論文4,5）。 
（２）研究代表者は小林真一氏との共同研究

を通して素数 pがordinary場合に、虚２次体

のHecke指標に付随するp進L関数のテータ函

数を用いた構成に成功した（発表論文3）。本

研究プロジェクトメンバーである大槻玲氏は

こ の 研 究 を さ ら に 発 展 さ せ 、 p が

supersingularな場合に、虚２次体のHecke指
標に付随する p進 L関数のテータ函数を用

いた構成に成功した。 
（３）研究代表者は連携研究者のGuido 
Kings氏（Regensburg大）とともに虚２次体

に付随するHecke指標のp進Beilinson予想の

研究を進めた。まず、p進 Eisenstein 類を明

示的に表示することに成功し (発表論文2)。
この結果に基づき、素数pがordinaryな場合、

虚 2 次 体 に 付 随 す る Hecke 指 標 の p 進

Beilinson予想を証明することに成功した(発
表論文１)。さらに、Kings氏の学生M. Niklas
との共同研究を通して、この結果を一般の楕

円保型形式の場合にも拡張した。 
（ ４ ） 特 任 助 教 の 中 村 健 太 郎 氏 は 、

Trianguline表現のZariski稠密性を証明した

（発表論文6）。新井啓介氏はモジュライ曲線

の有理点やガロア表現の像に関する結果を得

た（発表論文7, 8, 9）。加塩朋和氏は、ｐ進

多重ガンマ関数とｐ進周期の関係についての

論文を執筆した（発表論文10）津嶋貴弘氏は

モジュライ曲線の還元について結果を得た 
（発表論文11）。 
 

５．今後の計画 

 本研究は当初計画で想定していた通り、順

調に進んでいる。今後はアーベル多様体のポ

リログに相当する Hilbert modular surface
の Eisenstein 類を明示化する方法を研究し

て行く予定である。平成 23 年度〜平成 24 年

度に Hilbert modular の専門家をさらに 4 名、

特任助教として獲得することに成功した結

果、今後は連携研究者の G. Kings 氏とこれ

らのポスドクと協力して、グループ体制で研

究を押し進める。平行して、今までの楕円曲

線の場合の研究は、特任助教の大槻玲氏、現

在私の研究室の大学院生である広常智輝君、

小野雅隆君で研究を進める。 
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